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岩本直樹さんと琉花ちゃん
なお  き                  る　か

（紹介は２ページです）

《訓子府地区・清住》
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30年後の目指すべき農業に向けて
「みどりの食料システム戦略」
～食料・農林水産業の生産力向上と持続性の両立をイノベーションで実現～
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干ばつを乗り越えて
     玉ねぎの収穫最盛
　ＪＡきたみらいでは玉ねぎの収穫

が最盛を迎えています。今年は干ば

つの影響で小玉傾向ですが品質は良

好で、平年作が見込まれています。

　管内各地では根切りを終えて茎葉

の枯れあがった玉ねぎが次々と収穫

され、コンテナに詰められていきました。

　玉ねぎを約13㌶栽培しているきたみらい玉葱振興会の

今野雅祐副会長は「収穫した玉ねぎを多くの消費者に食

べてもらいたい。そのためにもコロナが早く終息し、需

要が戻ってほしい」と話しました。

　今年度、当ＪＡでは436戸の生産者が約4,600㌶作付け

しており、収量は約257,000㌧を予定しています。

向上心を持ち続けてほしい！

【ご家族紹介】
左から～お父さんの直樹さん（39）、お母さんの渚さん（38）、

　　　　長女の琉花ちゃん（７）

作付内容：玉ねぎ、メロン、エシャロットなど約10.6㌶を作付けして

　　　　 います。
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く
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。
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写真は８月21日、訓子府地区で撮影
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みどりの食料システム戦略とは？

期待される効果

具体的な取り組み

２０５０年までに目指す姿

30年後の目指すべき農業に向けて「みどりの食料システム戦略」
～食料・農林水産業の生産力向上と持続性の両立をイノベーションで実現～

特 集

◇日本の食料・農林水産業は昨今の大規模自然災害や地球温暖化、生産者の減少や高齢化等

　による生産基盤や地域コミュニティの衰退、新型コロナウイルスを契機とした生産、消費

　の変化など様々な課題に直面しています。

◇このような中、ＳＤＧｓや環境を重視する国内外の動きの加速化に対して、日本も的確に

　対応していく必要があります。

◇これらに対応するため、持続可能な食料システムの構築に向けて「２０５０年までに目指

　す姿」として２０３０年まで、２０４０年までと１０年ごとの達成目標が設定されています。

・「ファーム to フォーク」（農場から食卓まで）戦略を２０２０年５月に策定

　欧州の持続可能な食料システムへの包括的なアプローチを示した戦略。有機農業や化学農薬に関す

　る２０３０年までの目標値を設定。

・データ、ＡＩ活用等による加工、流通の合理化、適正化　等

　（電子タグ（ＲＦＩＤ）等の技術を活用した商品、物流情報のデータ連携）
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▲網走厚生病院中野院長（左）と
　大坪組合長（右）

牛乳贈呈で病院を応援！
　当ＪＡは８月、感染症指定医療機関であり、地

域のコロナウイルス感染防止、治療に向けて取り

組む病院の応援を目的にオホーツク地域の厚生病

院（網走・遠軽）へ「きたみらい牛乳」を寄贈し

ました。

　当ＪＡ管内の生乳が使用されている「きたみら

い牛乳」は、低温長時間殺菌法により牛乳本来の

「ふくよかな風味」と「まろやかなコク」が特徴

です。５日に網走厚生病院へ500本、12日に遠軽

厚生病院へ400本の牛乳が贈られました。

　贈呈を行った当ＪＡの大坪広則組合長は「日々、

懸命に医療に従事され、患者の治療に向けて尽力

して頂き感謝している。牛乳を飲んで病院に勤務

する皆さんの体調管理の後押しにつなげてもらえ

れば」と話しました。

寄贈を受けた網走厚

生病院の中野詩朗院

長は「寄贈をして頂

き感謝している。昔

懐かしいデザインの

ビン牛乳に職員や看

護師も喜ぶと思う。

これからも一人でも

多く患者の治療に励

んでいく」と話しま

した。

▲大坪組合長（左）と
　遠軽厚生病院稲葉院長（右）　　　

～ＪＡきたみらい青年部西支部～圃場に巨大アート出現

▲完成した圃場アート▲圃場アート作製の様子

　ＪＡきたみらい青年部西支部は８月２日、北見

市留辺蘂町で圃場アートの作製を行いました。

　当事業は農業ＰＲやＧＰＳ技術の活用事例を学

ぶことを目的に、ＧＰＳトラクターを用いて小麦

収穫後の圃場で実施しました。トラクターに取り

付けた作業機で小麦の茎を土にすき込んでいき、

黄色の圃場に線を描いていきました。当ＪＡでは

初の試みでうまくできるか不安もありましたが、

完成した「ＪＡきたみらい」の文字に参加者から

は感嘆の声があがりました。

　青年部西支部の大武弘幸支部長は「実際に完成

したものを見ると壮観だ。地上からは見えづらく

なってしまったのは残念だが、空撮したものを農

業ＰＲや食育などに活用していきたい」と話しま

した。

馬鈴しょ収穫本格化

▲ハーベスターからコンテナに入れる様子▲馬鈴しょを収穫する様子

　きたみらい地域では食用馬鈴しょの収穫作業が

本格化しています。訓子府地区福野の黒河潤さん

の圃場では、８月下旬から収穫が始まりました。

　きたみらい馬鈴薯振興会副会長を務める黒河さ

んは、男爵を４．５㌶のほかビートや小麦、水稲、

メロンなどを栽培しています。

　植え付け作業は、春先に低温が続いた影響で例

年よりも３、４日遅れましたが収穫作業は順調に

行われており、今年の出来について黒河さんは

「肥大期に降雨が少なく干ばつの影響が心配され

たが、大きさ・品質ともに良いものができている。

道内のみならず本州の方にもきたみらい産の馬鈴

しょを食べてもらいたい」と話しました。収穫作

業は９月上旬まで続けられる予定です。

　当ＪＡの今年の馬鈴しょの栽培面積は食用で約

1,200㌶、生産量は約41,000㌧、加工用の面積は

約500㌶、生産量は約20,000㌧を見込んでいます。

加工用スイートコーン収穫スタート

スイートコーン収穫作業の様子

　きたみらい管内で加工用スイートコーンの収穫

作業が８月中旬からスタートしました。

　訓子府町加工スイートコーン耕作組合の林一樹

組合長の圃場では、９月２日から約５㌶にわたり

収穫作業が行われました。林組合長は今年の収穫

にあたり「今年は播種時期の雨や、高温・干ばつ

により苦戦を強いられた。悪天候なく最後まで無

事に収穫を進められれば」と話していました。

　きたみらい全体では、訓子府、置戸、上常呂、

相内の４地区で100戸の生産者が約421㌶にわたり

作付けしており、収穫されたスイートコーンは味

の素食品北海道株式会社の訓子府工場にてカップ

スープの素となるコーンパウダーに加工され、全

国の消費者の元へ出荷されます。

　収穫作業は生育ステージに合わせ10月上旬頃ま

で行われる予定です。
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　2021年11月16日に、第30回ＪＡ北海道大会が開催されます。３年に１回、全道から組合員が集

まり、今後３年間のＪＡグループ北海道として目指すべき方向や取り組むべき課題を確認し合う

大会です。2015年の第28回大会から、ＪＡグループ北海道は目指すべき方向（「将来ビジョ

ン」）として、「力強い農業」とともに「豊かな魅力ある農村」を掲げました。北海道では農家

戸数が減少してきましたが、一方で残った農家は規模拡大して農業生産自体は拡大してきまし

た。それがある意味で農業の発展だったのですが、今周りを見渡した時に、人口減少や農業の担

い手の減少は、農家や農村に暮らす人たちの「生活」にマイナスの影響を及ぼすようになってき

ています。後継者世代の人たちは「自分達がこの地域に就農して家族を持ったとして、果たして

小学校はあるのだろうか。そもそも子育てを出来る環境がこれからもあるのだろうか」という心

配を抱えています。そうした中で、ＪＡグループとしてもこの課題に正面から取り組むべく将来

ビジョンに「豊かな魅力ある農村」というキーワードを掲げたことは、画期的なことだったと思

います。

　2018年の第29回大会にもこのキーワードは受け継がれ、今年に開催される第30回大会は「農

村」から「豊かな魅力ある地域社会」となりました。農村ではない都市部においてもＪＡは地域

社会を豊かにするという意志表示です。

　掲げられたビジョンは大切ですが、次に大切なのは、その実現に向けて何をどうすればいいの

かという具体的な行動です。そしてそのためには「そもそも豊かさとは何か」、「地域とはどこ

か（どの範囲か）」ということを改めて考えてみる必要があるのではないでしょうか。

　豊かさとはなんでしょうか。まず思いつくことに「経済的豊かさ」があります。ここ数年、北

海道農業は好調でした。畑作、野菜、酪農、そして稲作も作柄も価格も過去と比較しても順調に

推移してきました。これは、過去から続いてきた生産者の技術研鑽、販売を支える制度などの仕

組みがもたらしたものです。それは仕組みを作ってきた過去の先達と今それに取り組んでいる生

産者との協同の成果と言えるものでしょう。

　自然とともに生産を行う農業では豊凶の変動は避けられず、さらに今はグローバル化する社会

経済の中で、予期せぬリスクが日々の営農と暮らしに影響を与えるようになっています。今年は

まさにそれを実感する年となっています。こんな時代において「ひとり」で「経済的な豊かさ」

を実現することは容易ではな

いでしょう。経済的な豊かさ

を実現するためには人々が助

け合うという想いを持つこと

が、農業や農村においては不

可欠なのだと思います。です

が「助け合い」とは簡単なこ

とではありません。それぞれ

が考える「豊かさ」とはなに

か、それはどうやって実現で

きるのか。時々そうしたこと

を考えてみることが、助け合

いを始めるヒントになると思

います。

ＪＡ北海道大会にむけて

留辺蘂地区・花園

山田　和義さん（35歳）

かずよし

上常呂地区・常川

馬場 佳江さん（57歳）

よし　え

　今回は女性部上常呂支部の馬場支部長に登場いた

だきました。

交流の場が
　   広がるのが魅力

今回は青年部西支部地区役員の山田和義さんに登場いただき

ました。

●就農したきっかけ
　　小さい頃からトラクターなどの機械が好きで、乗ってみた
　いと思っていました。長男ということもあり、農業高校を卒
　業後、すぐに就農しました。
●農業にかける思い
　　品質の良い牛乳が出せるように日々頑張っています。特に
　乳房炎をはじめとした病気に罹らないように注意しています。
　そのために勉強を続け、牛と向き合っています。
●青年部活動での一番の思い出は
　　視察研修が思い出深いです。
　　今はコロナでそのような行事がほとんどできませんが、そ
　のような中でもできることを探してやってくことも重要かと
　感じています。
●青年部の魅力
　　交流の場が広がるのが魅力だと思います。畑作、畜産など
　の垣根なく色々なことが聞けて楽しいし、勉強にもなります。
　早くコロナが終息して、交流の機会が増えるといいなと思い
　ます。

◆出身、結婚に至るまでは？
　津別町出身で、高校卒業後は北見の京セラで
働いていました。
　夫とは高校時代に知り合い、その後数年の空
白の時間がありましたが再会して結婚に至りま
した。
◆ご自身はどんな性格だと思いますか？
　自分でもあまりわかっていません（笑）簡単
に言えば、おおざっぱで負けず嫌い、何度も言
われると嫌になっちゃうタイプかなぁ…でも
困っている人を見ると放っておけないです！
♦趣味は？
　物作りが好きで、最近
はポーセラーツにはまっ
ています。月に一度集ま
り、みんなでおしゃべり
をしながら作品を作り楽
しい時間を過ごしていま
す！１番のお気に入りは
表札です☆
♦組織活動の魅力は？
　様々な方々と交流したり、活動することに
よって得られるものがたくさんあります。コ
ロナウイルスの感染状況が落ち着いたら個人
では行けない場所を視察して、道内外の方と
交流を深めていきたいと考えていますので、
是非一緒に活動しましょう！

「楽しいって最高!!」▲馬場さんが
　　　 作製した表札

北海道大学大学院農学研究院　小林　国之



11 10

資料：警察本部交通部交通総合対策センター

【反射材】

【蛍光材】

低速車マーク
装着時

安全キャブ

安全フレーム

運営委員会の開催
　以下の日程と報告・協議事項に基き、各地域の運
営委員会が開催されました。
　
【西地域】８月19日（木）10時30分～
         相内地区住民センター
【南地域】８月19日（木）13時30分～
　　　　 訓子府地区事務所３階　大会議室
【東地域】８月20日（金）13時30分～
　　　　 センター（北見）事務所２階　大会議室
　
「報告事項」
・地域運営委員会に係る運営委員委嘱報告について
　（西・南）
・ＪＡきたみらい農畜産物生産構造ビジョン策定に
　係る取り組みについて（西・南・東）
　
「協議事項」
・役員選任に係る地域推薦委員の選出について　
　（西・南・東）

▲南地域運営委員会にて開催挨拶をする齊藤専務

コーチャンフォーマルシェに出店
　当ＪＡは８月中旬、北見市地場産品高付加価値化
推進委員会主催でコーチャンフォー北見店にて展開
されたコーチャンフォーマルシェ「きたみっておいし
いね」コーナーに出店しました。コーチャンフォーマ
ルシェは、2018年３月にオープンした食品コーナー
で日本全国の厳選グルメ、世界の輸入食品、地元北
海道のこだわりの食品など、魅力的な商品が取り揃
えられています。
　「きたみっておいしいね」には北見市周辺のご当
地企業17社が期間限定で出店し、北見の魅力を存
分に味わえるコーナーとなっています。当ＪＡは、今
年３月にリニューアルされた「玉ねぎうま塩」や「芳
醇玉葱醤油」「玉ねぎと牛すじのカレー」などオリジ
ナル加工商品８点を販売。また、商品の横では当Ｊ
Ａ青年部が制作した約40秒の農業ＰＲ動画を流し、
きたみらい地域の魅力を発信しています。同コー
ナーは９月30日まで開催される予定です。

▲商品が陳列されたコーナーの一角

　今年度は、高温と少雨によって北海道内全域

で過去にないほどの干ばつとなっており、農作

物に被害が出ています。当地域でも６月から７

月にかけて降水量は例年の40％ほどとなりまし

た。

　これを受けて武部新代議士が８月14日に当Ｊ

干ばつ気象に伴う作況視察が行われました！

生産者の説明に聞き入る武部代議士と当ＪＡ役員

Ａを訪れました。当地域の各作物生育状況を報

告後、生産者からの説明を交えて玉ねぎと馬鈴

しょの圃場を視察しました。

　また、北海道農政部やＪＡ北海道中央会も７

月30日に当地域を訪れ、作物生育状況の確認や

圃場視察を行いました。
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第７回 理事会報告
　８月27日、午前９時00分より第７回定例理事会が開催さ
れ、報告事項19件、決議事項６件が協議され、原案通り承
認されました。
　【報告事項】
①内部監査（無通告・共計）報告について
②組合員状況報告について
③財務状況報告について
④令和３年度上半期収支実績及び決算見込について
⑤理事に対する資金の貸付に係る報告について
⑥令和３年度農地評価単価基準について
⑦反社会的勢力との取引排除にかかる既住顧客の定期確
　認結果について
⑧反社会的勢力等との取引排除にかかる対応状況について
⑨疑わしい取引の届出状況について
⑩ＪＡ共済コンプライアンス点検結果について
⑪燃料手当の支給について
⑫作況調査（８月15日）報告について
⑬対策農家の上半期の状況について
⑭Ｒ３年産小麦の収穫及び品質状況について
⑮小麦萎縮病の対応について
⑯Ｒ３年産玉ねぎ・馬鈴しょの選果販売状況について
⑰生乳生産状況及び個体取引価格について
⑱令和２年度酪農畜産関連補助事業実績管理表について
⑲役員選任に係る推薦委員について
　【決議事項】
①美幌地方農産加工農業協同組合連合会の新規施設資金
　借入に伴う連帯債務の引受並びに利益相反取引について
②Ｒ３年産澱原馬鈴しょの概算金について
③規程類の改正について
④令和３年度夏期地区別懇談会資料意見集約Ｑ＆Ａにつ
　いて
⑤令和３年度夏期地区別懇談会の延期開催日程（案）に
　ついて
⑥固定資産の処分について

お問い合わせ：担い手グループ　TEL:24－2145（榎本・辻本・長谷川）

健康日本21（第二次） 喫煙について
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Ｂのイラストには、Ａのイラストと違う部分が５カ所あります。
間違っている部分を右下のイラストの中の数字でお答え下さい。

出題・イラスト：酒井栄子

８月号まちがいさがしの当選者

応 募 方 法

　８月号のまちがいさがしの答えは「３、６、８、９、11」

でした。正解者42名の中から抽選の結果、当選者は次の

方 で々す。

　以上の方々には、ＪＡきたみらいの「大正金時と鶏

肉のキーマカレー」と「玉ねぎとチーズが溶け込んだ

ポークカレー」をプレゼント致します。

（　　　）内は地区名

・鉄地河原和子さま（北見）・岩橋　椎奈さま（温根湯）
・濱野　大悟さま（訓子府）・武藤　一仁さま（訓子府）
・小坂奈々桜さま（訓子府）・井関　晴美さま（訓子府）

　答えが解った人は、別紙の応募用紙に答
え（番号）と広報誌へのご意見・ご感想を記
入してＦＡＸでご応募下さい。
　抽選で６名の方に、ＪＡきたみらいの「白
花豆シーザードレッシング」と「玉葱ポン
酢」をプレゼント致します。

広報誌「おひさまサラダ」を当ＪＡのホームページで紹介しています。
右側にあるＱＲコードから閲覧できますので、ぜひご覧下さい。

をホームページで閲覧できます！

　　  休みがもう少しでおわる！ 

　　  しゅくだいはおわった！

自由工作はあとほんのちょっと！

夏休みあけは学校いそがしくなる

ぞ～。

　　  穫作業はじまるけど

         私もお手伝いがんばるぞ～♪

　収穫作業が本格化していますが、農作業事故・ケガに

気を付けて頑張って下さい！

　すでに夏休みが終了し学校が始まっていると思います。

コロナで思うように遊べない状況が続くと思いますが、友

達との時間を大切に過ごして下さい！

（訓子府地区　小坂　奈々桜さん）

（留辺蘂地区　今部　星さん）

収 夏
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URL  http://www.jakitamirai.or.jp    E-mail hp.kitamirai@kitamirai.ja-hokkaido.gr.jpJAきたみらいホームページ

（令和３年８月19日現在）

・組 合 員 数（正）

・組 合 員 数（准）

・組合員戸数（正）

・貯　　　金

・貸　出　金

・出　資　金

1,610人

5,971人

922戸

114,433百万円

16,334百万円

4,845百万円

✿献立を監修した人✿ 茨城県笠間市にある「天晴（旧キッチン晴人）」オーナーシェフ 永井　智一（ながい・ともかず）

米ナスとカボチャの唐揚げ西京みそソース赤エビとキュウリの香味炒め

・９月に入り、暑さも徐々に落ち着き秋の訪れを感じる季節になり

　ました。

・そのような中、北海道は３度目の「緊急事態宣言」となり、オホ

　ーツク管内でも毎日感染報告がされ、不安な日々が続いています

　ね。こんな時だからこそ、明るいニュースがあるよ！という方が

　おりましたら是非担い手グループまでご連絡ください。心待ち

　にしています。　　　　　　　　　　　　　　　（苧毛　鈴奈）

❶フライパンにサラダ油を熱し、赤エビを入
れ弱火で両面を焼き（片面４～５分ほど）
フライパンから取り出す。

❷フライパンにＡを入れ、塩、こしょうをし
て中火で２～３分炒める。

❸①の赤エビをフライパンに戻し、Ｂの合わ
せ調味料を入れ強火でサッと炒める。

❹③を器に盛り付け、トマトをあしらい出来
上がり。

◆ 作 り 方 ◆

◆ 材料（４人分）◆
…4尾

……………………2本
……………2本

…………20粒ほど
………………………………………2個

………………………………大さじ1
……………………………………………少々

……………………………………少々
………小さじ1

……………………………大さじ2
………………………………小さじ2

…………………………小さじ2
…………………………………小さじ2

……………………………小さじ1
………………小さじ1/2
………………小さじ1/2

赤エビ（塩を振って30分ほど置いた物）
　　キュウリ（乱切り）
Ａ　エリンギ（さいの目切り）
　　ピーナツ（砕いた物）
トマト
サラダ油
塩
こしょう
　　豆板醤（とうばんじゃん）
　　料理酒
　　砂糖
　　しょうゆ
　　酢
　　ごま油
　　おろしショウガ
　　おろしニンニク

❶米ナスとカボチャに片栗粉を薄くはたき、
180度に熱したサラダ油で揚げる（米ナス
は３～４分ほど、カボチャは30秒ほど）。

❷鍋にＡの西京みそソースを入れ中火で２／
３ほどになるまで煮詰める。

❸皿に揚げた米ナスとカボチャを盛り付け、
②の西京みそソースを上から回し掛ける。

❹モロッコインゲンを飾り出来上がり。

◆ 作 り 方 ◆

◆ 材料（４人分）◆
…1個

……1/8個
…2本

………………………………………適宜
……………………………………適宜

………………………1カップ
…………………………大さじ2
…………………………大さじ1

………………………………大さじ1
……………………………大さじ1

…………………小さじ1
…………………1株

米ナス（皮をピーラーでむき縦に4等分にする）
カボチャ（蒸して一口大にカット）
モロッコインゲン（ゆでて斜めにカット）
片栗粉
サラダ油
　　かつおだし
　　西京みそ
　　しょうゆ
　　砂糖
　　みりん
　　おろしショウガ
　　シメジ（ばらした物）

B
・
合
わ
せ
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味
料

Ａ
・
西
京
み
そ
ソ
ー
ス


